
小
川
鼎
三
先
生
の
亡
く
な
ら
れ
た
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
十
一
月
、

緒
方
富
雄
、
大
鳥
蘭
三
郎
、
沼
田
次
郎
、
酒
井
シ
ヅ
、
中
西
啓
、
宮
永
孝
、

そ
れ
に
私
の
七
人
が
集
ま
り
、
ボ
ン
。
へ
顕
彰
記
念
準
備
委
員
会
が
発
足
し

た
。

主
旨
は
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
か
ら
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
ま

で
の
五
年
間
長
崎
に
滞
在
し
、
日
本
で
初
め
て
の
系
統
的
西
洋
医
学
教
育
を

実
施
し
、
日
本
最
初
の
本
格
的
洋
式
病
院
を
建
設
、
明
治
以
降
の
日
本
医
学

に
多
大
の
貢
献
を
し
た
ボ
ン
・
へ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
を
顕

彰
し
た
い
た
め
で
あ
っ
た
。
数
回
に
わ
た
る
準
備
委
員
会
の
結
論
は
、
ボ
ン

ベ
に
関
係
の
深
い
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
市
と
、
ボ
ン
・
へ
終
焉
の
土
地
で
あ

る
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市
に
彼
の
胸
像
か
、
銘
板
を
贈
り
た
い
。
で

き
れ
ば
、
『
ボ
ン
・
へ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
の
原
著
震
く
邑
蜀
當
吟
”
国
ｚ
胃
ｚ

］
シ
弔
戸
弓
》
を
復
刻
し
た
い
。
さ
っ
そ
く
こ
の
旨
を
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
に
連

絡
し
て
お
い
た
。

大
使
館
か
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
外
務
省
に
通
知
し
た
よ
う
で
、
結
構
な
こ
と
な

の
で
い
ず
れ
連
絡
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
一
九
八
七
年
十
月
、
ハ
ー
グ
市

長
来
日
の
お
り
、
大
鳥
、
大
滝
の
二
名
で
面
会
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
方

の
都
合
で
中
止
と
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
八
月
、
再
度
連
絡
が

あ
っ
た
た
め
、
酒
井
、
大
滝
の
二
名
で
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
を
訪
れ
、
ハ
ー
グ

ポ
ン
ペ
顕
彰
記
念
会
に
つ
い
て
の
報
告

市
長
ハ
ー
尋
へ
ル
マ
ン
ス
、
助
役
ベ
ウ
ゼ
コ
ム
氏
と
懇
談
し
た
。
伝
達
さ
れ
た

事
は
、
今
年
は
日
蘭
修
好
三
八
○
周
年
、
ボ
ン
。
へ
生
誕
一
六
○
周
年
に
当
る

の
で
、
ぜ
ひ
日
本
側
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
ボ
ン
・
へ
顕
彰
を
今
年
中
に
実
行

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
あ
大
変
だ
。
緒
方
先
生
は
す
で
に
亡
く
な

ら
れ
、
大
鳥
先
生
は
病
床
に
臥
し
て
お
ら
れ
る
。
と
に
か
く
新
委
員
を
選
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
的
に
選
出
さ
れ
た
の
が
次
の
一
六
名
で
あ
っ

た
。
名
誉
会
長
に
外
務
大
臣
・
中
山
太
郎
、
会
長
に
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ

ー
名
誉
総
長
・
曲
直
部
壽
夫
、
実
行
委
員
長
大
滝
紀
雄
、
実
行
委
員
、
相
川

忠
臣
、
井
石
哲
哉
、
小
野
肇
、
酒
井
シ
ヅ
、
芝
哲
夫
、
高
橋
勝
三
、
長
門
谷

洋
治
、
中
西
啓
、
沼
田
次
郎
、
藤
野
恒
三
郎
、
松
石
久
義
、
宮
永
孝
、
安
田

克
廣
。顕

彰
会
の
事
業
と
し
て
は
、
ボ
ン
・
へ
銘
板
（
肖
像
及
び
オ
ラ
ン
ダ
語
と
日

本
語
の
説
明
付
き
）
三
個
を
作
製
、
ハ
ー
グ
市
、
長
崎
市
、
長
崎
大
学
医
学

部
へ
贈
呈
す
る
こ
と
。
ボ
ン
・
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会
を
東
京
、
大
阪
及
び

長
崎
の
三
カ
所
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

主
催
者
は
、
ボ
ン
・
へ
顕
彰
記
念
会
及
び
、
財
団
法
人
循
環
器
病
研
究
振
興

財
団
。協

賛
は
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
医
師
会
、
（
社
）
日
本
病
院
会
、
（
財
）

医
学
教
育
振
興
財
団
、
関
西
日
蘭
協
会
、
佐
倉
日
蘭
協
会
、
順
天
堂
大
学
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
、
長
崎
大
学
、
長
崎
大
学
医
学
部
、
長
崎
大
学
歯
学

部
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
（
株
）
、
（
財
）
日
蘭
学
会
、
長
崎
県
、
長
崎
市
、
東

京
都
医
師
会
、
大
阪
府
医
師
会
、
長
崎
県
医
師
会
、
長
崎
県
歯
科
医
師
会
。

ハ
ー
グ
市
へ
の
記
念
銘
板
贈
呈
式
は
、
一
九
八
九
年
十
一
月
八
日
、
オ
ラ

ン
ダ
大
使
館
で
行
わ
れ
た
。
中
山
外
務
大
臣
、
曲
直
部
会
長
、
羽
田
春
莵
日
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本
医
師
会
長
、
ポ
ス
チ
ュ
マ
ス
・
メ
イ
エ
ス
オ
ラ
ン
ダ
大
使
他
数
十
人
の
出

席
の
う
ち
、
厳
か
な
贈
呈
式
に
続
い
て
、
両
国
間
の
心
温
ま
る
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
続
い
た
。
長
崎
市
へ
の
贈
呈
式
は
、
一
九
九
○
年
八
月
二
日
長
崎
「
旅
」

博
覧
会
の
前
日
、
松
が
枝
会
場
、
幕
末
近
代
館
で
、
本
島
等
長
崎
市
長
に
手

渡
さ
れ
た
。
長
崎
大
学
医
学
部
へ
の
贈
呈
式
は
、
同
年
十
一
月
二
日
、
長
崎

ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
で
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
会
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

東
京
会
場
平
成
二
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
順
天
堂
大
学
有
山
登
記
念

講
堂

講
演
会
に
先
立
ち
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

講
演
「
ボ
ン
・
へ
と
長
崎
」
羽
田
春
兎
（
日
本
医
師
会
長
）

鼎
談
「
患
者
と
医
師
の
信
頼
関
係
」

提
言
者
阿
部
正
和
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
学
長
）

村
上
陽
一
郎
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
）

司
会
吉
田
忠
（
東
北
大
学
文
学
部
教
授
）

特
別
講
演
「
重
層
的
な
医
療
」
遠
藤
周
作
（
作
家
）

羽
田
会
長
は
長
崎
で
生
ま
れ
、
小
学
校
の
前
半
を
同
地
で
過
ご
し
た
。
ボ

ン
・
ヘ
に
深
い
関
心
を
示
さ
れ
た
。
阿
部
氏
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
、
権
力
を
捨
て
、
権
威
を
保
て
な
ど
八
項
目
に
亙
る
医
師
の
基
本
姿
勢
を

明
快
に
解
説
。
村
上
氏
は
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
、
白
衣
問
題
な
ど
に
触
れ
、

吉
田
氏
は
諸
問
題
に
つ
い
て
的
確
に
司
会
さ
れ
た
。
遠
藤
氏
は
患
者
の
立
場

か
ら
こ
の
問
題
に
触
れ
、
い
ず
れ
も
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

大
阪
会
場
平
成
二
年
十
月
十
三
日
（
土
）
大
阪
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
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中
山
外
務
大
臣
よ
り
の
長
文
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

講
演
「
医
学
の
進
歩
を
支
え
る
も
の
」
曲
直
部
壽
夫
（
本
会
会
長
）

特
別
講
演
「
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
刺
激
」
司
馬
遼
太
郎
（
作
家
）

曲
直
部
会
長
の
講
演
は
実
に
多
く
の
人
之
の
努
力
と
善
意
が
医
学
の
進
歩

を
支
え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
話
さ
れ
、
特
別
講
演
は
最
近
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

帰
国
し
た
演
者
が
ボ
ン
・
へ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

長
崎
会
場
平
成
二
年
十
一
月
三
日
（
土
）
長
崎
大
学
医
学
部
記
念
講
堂

講
演
「
ボ
ン
・
へ
と
長
崎
」
羽
田
春
兎
（
日
本
医
師
会
長
）

「
日
本
に
お
け
る
医
学
の
バ
イ
オ
｝
一
ア
・
ポ
ン
。
こ

国
・
胃
巨
胃
『
、
（
Ｆ
①
丘
の
ロ
大
学
）

特
別
講
演
「
シ
ー
ポ
ル
ト
か
ら
ボ
ン
・
へ
ま
で
」
吉
村
昭
（
作
家
）

羽
田
会
長
は
ボ
ン
。
へ
が
日
本
へ
く
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。
ポ
イ
ヶ
ル

ス
教
授
は
ポ
ン
ペ
の
・
ハ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
強
調
し
た
斬
新
な
講
演
で
あ
っ
た

吉
村
氏
は
二
人
の
時
代
の
相
違
と
仕
事
の
相
違
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

最
後
に
ポ
ン
ペ
顕
彰
記
念
事
業
終
了
報
告
が
、
大
滝
、
酒
井
に
よ
っ
て
な

さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。
今
回
の
記
念
事
業
が
大
過
な
く
、
無
事
終
了
で
き
た

こ
と
は
、
本
事
業
を
理
解
さ
れ
援
助
と
協
力
か
惜
し
ま
な
か
っ
た
多
数
の
方

た
ち
の
お
陰
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

こ
が

平
成
二
年
十
一
月
三
日
快
晴
の
文
化
の
日
に
、
古
河
市
民
長
年
待
望
の
博

で
じ
ら

オ
ラ
ン
ダ

物
館
が
、
出
城
跡
地
に
、
和
蘭
陀
公
使
デ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
テ
ッ
セ
ン
氏

御
一
家
の
参
列
を
得
て
見
事
に
開
館
し
た
。

と
こ
き
い
り
八
二
訟
こ
と

古
河
の
地
に
は
万
葉
集
の
三
歌
が
あ
っ
て
、
崇
神
天
皇
皇
子
豊
城
入
彦
命

の
頃
か
ら
開
け
た
河
沼
に
沿
っ
た
町
で
、
古
代
東
山
道
文
化
圏
に
あ
っ
た
。

平
安
時
代
末
は
平
家
八
条
院
荘
園
に
入
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
源
頼
朝
の
片

・
も
帥
う
ぺ
ゆ
き
ひ
つ

く
ぽ
う

腕
下
河
辺
行
平
領
地
と
な
っ
た
。
室
町
時
代
は
古
河
公
方
（
医
聖
田
代
三
喜

あ
り
）
の
領
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
時
代
か
ら
譜
代
大
名
の
地
に
代
り
就
中
寛

永
十
年
土
井
利
勝
が
佐
倉
城
か
ら
十
六
万
石
で
古
河
入
城
し
、
小
笠
原
、
松

平
、
本
多
、
奥
平
（
前
野
良
沢
、
福
沢
諭
吉
ら
の
中
津
藩
へ
）
、
堀
田
（
順

天
堂
の
佐
倉
藩
へ
）
・
…
：
の
十
指
に
余
る
藩
の
交
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

古
河
の
地
と
一
番
密
着
し
て
い
た
の
は
土
井
藩
で
あ
る
。

こ
の
古
河
土
井
藩
は
天
和
元
年
鳥
羽
城
に
十
年
、
元
禄
五
年
唐
津
城
に
七

十
三
年
の
移
封
が
あ
っ
て
、
宝
暦
十
二
年
再
び
明
治
ま
で
古
河
に
戻
り
在
城

し
た
。

、
、

鳥
羽
城
時
代
に
京
都
に
い
た
河
口
良
庵
（
長
崎
カ
ス
パ
ル
医
学
創
始
者
）

、
、

の
一
番
弟
子
河
口
良
閑
を
召
抱
え
、
唐
津
城
で
は
そ
の
孫
河
口
信
任
が
長
崎

に
学
び
栗
崎
道
意
か
ら
免
伝
を
得
て
後
に
古
河
城
移
封
に
従
い
、
藩
主
土
井

、
ど
さ
・
竺

利
里
の
京
都
所
司
代
に
随
行
し
て
京
都
で
明
和
七
（
一
七
七
○
）
年
人
体
解

剖
を
し
て
『
解
屍
編
』
を
刊
行
し
た
。

河
口
信
任
は
古
河
に
帰
藩
後
は
少
年
鷹
見
忠
常
こ
と
泉
石
に
蘭
学
の
手
引

古
河
歴
史
博
物
館
の
医
史
学
展
示
品
紹
介

103 （103）


